
 

２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名： 法学部 

※学部・研究科ごとに作成してください。                             

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した ２０２２年４月、５月  会議名：法学部運営委員会 

☐確認していない  

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☐要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☐設定していない  

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなど、わかりやすく記述している 

（３）学修成果を明示している 
☒明示している ☐要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示している学修成果 

⑴法に関する知識・理論を体系的に理解する力 

法学に関する多種多様な知識（判例を含む）および理論を体系的に理解する力 

⑵適切な法規範を発見し、それを合理的に解釈して適用する力 

多種多様な法規範の中から、解決すべき法的問題に関係する法規範を適切に探し出し、それを合理的に解釈したうえで、法的問題の基礎にある個別具体的な事

実に正しく適用することのできる力 

⑶事実を的確に把握し、それを法的に適切に評価・構成する力 

法的問題の基礎にある個別・具体的な事実を正確に捉え、その上で、それを法的観点から適切に評価し、かつ、構成することのできる力 

⑷新たに生起する問題を発見し、それを法的に適切に解決する力 



 

 社会関係のグローバル化等により変動する事実・社会現象をより広い視野から適切に捉え、そこから新たに生じうる問題を法的観点から言語化またはモデル化

し、それを合理的に解決する解を論理的に説明して提案する力 

⑸新たな法規範を帰納し、将来に向けた適正な法的ルールを創造する力 

既存の法規範・法的ルール・法制度では適切に捉えきれず、解決することのできない課題を見出し、当該課題の基礎にある個別具体的な事実から新たな法規範

を帰納し、将来に向けた適正な法的ルールを創造する力 

⑹自律と寛容の精神 

自主独立の精神を持って自他の個性・価値観の相対性を認め、公正な視点で多様性を受容する姿勢 

⑺健全な批判精神 

社会の諸事象を多面的に捉え、既存の考え方・解決策を健全に批判し、将来志向の新たな提案を行う姿勢 

⑻コミュニケーション力 

 日本語のみならず、外国語の知識および運用力をも活かし、問題の解決を図るために、他者との意思疎通および相互理解を実現する力 

⑼国際性 

価値の多様性を尊重し、多様な価値観を有する世界の様々な人々と協働して、全地球的規模の問題や世界の各地で具体的に発生する様々な問題の解決に当たるこ

とができる姿勢 

 

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 
☒設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☒学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☒学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☒測定時期を明確にしている 

☒どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない 2022 年 10 月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

 

明示予定のアセスメントポリシーは別紙の通りです。 



 

 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

ディプロマ・ポリシー 

カリキュラム・ポリシー 

2022 年 5 月 ディプロマポリシーに学修成果を明示し、その過程で既

存の記載内容を見直した。学修成果の明示によりカリキ

ュラムポリシーもそれに対応する記載に変更した。 

ディプロマポリシー、カリキュラムポ

リシーについて、新たに設定した学修

成果に関連付けて分かりやすく公表す

るため 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※以下は該当する学部・研究科のみ記載 

 

※確認事項 3-1、3-2、3-4、3-5、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 

確認事項 3-3   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応③  指摘事項： 学位授与方針に、修得すべき知識、技能、能力など当該学位にふさわしい学習 

                                     成果を示していない     

該当箇所： 法学部、政治学研究科博士後期課程ジャーナリズムコース、経済学研究科、文学研究科、教育学研究科（教職大学院を除く）、国際コミュニケーション

研究科 

（１）指摘事項への対応を行った 

☒前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☐前回報告以降に対応も

しくは修正 

   年  月  会議名： 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の学位授与方針を公表している 
☒公表している ☐要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表していない 公表予定時期： 

（３）変更後の内容 

学修成果を明示したディプロマポリシー、そのディプロマポリシーに関連したカリキュラムポリシーを、法学部 Web サイトで公表した。 

https://www.waseda.jp/folaw/law/about/policy/ 

 

https://www.waseda.jp/folaw/law/about/policy/


◆アセスメント・ポリシー

学位・コース 学修成果 測定時期 測定方法※「複数の方法」かつ「直接評価1つ以上」が求められています どの水準をもって達成とするか 備考欄（自由記述欄としてご利用ください）

<学修成果１>法に関する知識・理論を体系的に
理解する力

１～４年次
直接評価：導入教育科目の履修成績，法律科目の履修成績
間接評価：主専攻法学演習での個別学生アンケート

直接評価：科目の合格水準
間接評価：成果を実感できる状態

<学修成果２>適切な法規範を発見し、それを合
理的に解釈して適用する力

１～４年次
直接評価：導入教育科目の履修成績，法律科目の履修成績
間接評価：主専攻法学演習での個別学生アンケート

直接評価：科目の合格水準
間接評価：成果を実感できる状態

<学修成果３>事実を的確に把握し、それを法的
に適切に評価・構成する力

１～４年次
直接評価：導入教育科目の履修成績，法律科目の履修成績，外国語科目の履修成
績、教養科目の履修成績
間接評価：主専攻法学演習や教養演習科目での個別学生アンケート

直接評価：科目の合格水準
間接評価：成果を実感できる状態

<学修成果４>新たに生起する問題を発見し、そ
れを法的に適切に解決する力

１～４年次
直接評価：導入教育科目の履修成績，法律科目の履修成績
間接評価：主専攻法学演習での個別学生アンケート

直接評価：科目の合格水準
間接評価：成果を実感できる状態

<学修成果５>新たな法規範を帰納し、将来に向
けた適正な法的ルールを創造する力

１～４年次
直接評価：導入教育科目の履修成績，法律科目の履修成績
間接評価：主専攻法学演習での個別学生アンケート

直接評価：科目の合格水準
間接評価：成果を実感できる状態

<学修成果６>自律と寛容の精神 １～４年次
直接評価：導入教育科目の履修成績，法律科目の履修成績，外国語科目の履修成
績、教養科目の履修成績
間接評価：主専攻法学演習や教養演習科目での個別学生アンケート

直接評価：科目の合格水準
間接評価：成果を実感できる状態

<学修成果７>健全な批判精神 １～４年次
直接評価：導入教育科目の履修成績，法律科目の履修成績，外国語科目の履修成
績、教養科目の履修成績
間接評価：主専攻法学演習や教養演習科目での個別学生アンケート

直接評価：科目の合格水準
間接評価：成果を実感できる状態

<学修成果８>コミュニケーション力 １～４年次
直接評価：導入教育科目の履修成績，法律科目の履修成績，外国語科目の履修成
績、教養科目の履修成績
間接評価：主専攻法学演習や教養演習科目での個別学生アンケート

直接評価：科目の合格水準
間接評価：成果を実感できる状態

<学修成果９>国際性 １～４年次
直接評価：導入教育科目の履修成績，法律科目の履修成績，外国語科目の履修成
績、教養科目の履修成績
間接評価：主専攻法学演習や教養演習科目での個別学生アンケート

直接評価：科目の合格水準
間接評価：成果を実感できる状態

法学部

別紙


